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138. 近江八幡市白王町大中の湖

西遺跡出土の異形石器

近江八中島市白玉|町地先の 111大中のi抑制甲IJf!fに存在する

大中のi峨磁波書事山ょのぬ形;:rj総について報告する。
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この遺跡:の鮮側については、未報告であるが、イ弘文

早期~前期、後j~lにわたるものである。構成する土採

の~，，\I立、平J~l として紛問抑形文、前期として木島式、

北白川下宿各式、大歳山式に加えて未確認型式(仮紘

大中の湖 1式、 II式)、後期としては初頭の中津式を主

体とするものであリ、白下、報告について取りまとめ

中であるが、資1時も~1.\でなかなか、まとまらないの

が、現状である.

3 

ここに報告する央形石援について、その形状を説明

すると(第 2図参照)、

1、 21;1:、 2倒のイi柄石鍬を基部において総合した

形態である。 1r立、会長5.6cm、最大幅2.0側、〈ぴれ

部の倒l.lcmを有し、 2については、全長2.1cm、最大

中Ml.2cm、〈ぴれ昔日申局0.6cmとなっている。

3は、無柄の不7銚 2仰を先端において按統させた形

態である。全長3.3cm、it金大幅1.7c冊、 〈ひ・il部中高 0.8
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合 j
匙があり、これ

との類f以も考え

らtLるカ人こ(l)

進物l立、凶示の

如〈、 j享さも薄

〈、明らかに石

匙としての用途

む総められる。

o Scm 

しかし、本品も 第 4 図

これにならヮて、一殺の向1)桜としての機能を持たせる

ことも考えられるが、 l事さ等の点より、若干の疑問が

fえるものである.

以上、本遺跡出土の異形石絡について、録者の考え

方を述べたが、いずれも現段階にては、万人の首肯す

る説明は見出せない。本造物に対する大方の御意見を

まつものである。(佐藤宗男)

139.野洲町北桜南遺跡

出土の土師器釜について

北桜地域のは場警告備事業に先立つ~税調?創立 、 昭和

55年以降継続的に実施されており、 H下年度(昭和59年

度)の鈎奈は、第 6 次納豆tにあたる。 ~6 次調査につ

いてはすでに概聖書報告を明らかにしているがY時間的

な制約などにより、詳細を触れることのできなかった

資料について、今回総聞をおかりして紹介したい。

紹介する資料は、第6次調資A地区 SK-l出土の

一括j詰物である。SK-ll立、倒立住建物S8-1の区

間織と思われる SD-2aの東側延長ょに佼f返する、

ニヒ;燐:jj(の逃総である。土機内のごじ)f9は、大きく三1習に

Ai也区

主要遺構図

分溜されるが、遺物は各l習から¥tlこ出土しており、 上

層と下層の出土:遺物が接合することから、 一括性を有

する土総群として従える ζ とが可能である。

出土造物には、土Jli~器小皿l、大肌、黒色土器腕、 土

~iliせ':f~などがあるが、とくに土自m然釜が多数出土して

おり注目される。作曲可能な土師総釜は20点弱を数え

るが、このうち比較的残 1)が良〈 、銭形の全容を知り

うることのできる 7点を今関図示した。

出土した土~i[i署長釜には、口径が20cm前後に集中する

_.~}Yと 、 25cm訪日後に集中する-'lt'fとの大小二携が認め

られる。形態的な特徴としては、球形にj岳、体制iと、

内{頃する口縁部を有し、 l南部には憾の狭・い鍔が貼付け

される。手法的な特徴としては、ロ綾部外簡および口

緑、I締再の内外国はヨコナデされ、休部外而は、上とI~が

部分的にハケ訴事在、下半はラフにハケ翻接される。内

商は口縁端部付近まで禽にハケ誠繋カマ施される。また

口絵邸内端付'i!!には、口縁端部の平坦簡を作り出す|務

の指圧*が凹磁とな って残 1)、待状に口緑内立請をi笠っ
ている。屑古日の鍔1;1:粘土紐をP}i付けて成形されるが、

接合泌は上端がヨコナデされ消し去られているのに対

し、下織はそのまま残されている。胎土は三段類J霊f5[
に分奴可能で、色調l立明1貫徹色を呈するものが多いの

これらの土問機殺は、共伴する土自ili君主や黒色土総の年

代鋭から、およそ平安時代末頃(121世紀後半)のもの

としてf足えることができょう。

次{こ、これらの土附総銭が、様車rt構成において占め

る{立涯を検討したい。 A地区の調査では、 SK-l以

外にも繍立柱建物など多数の遺構が検出されている。

ニれらの湾総鮮は、比較的短時期に存続したものとし

て従えられ、また:11土遺物にも顕著な時期l隠は認めら

れない。したがって、 A地区で検出されたj義務におけ

る桜式的な務純構成を後原することが十分可能である。

復販される録後構成としては、土問HH~/J、1IIl.大 肌、 脚

台付J1n、椀、黒色土総小m、椀、若干の1滋妹、在地産

の瓦若島などがあるが、煮詰1¥形態としては、 SK-l出

土の土師総釜に代表される単一紫綬のみが認められる。

煮織形態におけるこのような傾向が、他よ!Hi:tにおいて

も夜、められるかについては、良好な比較資料が現状で

は少ないこともあり、今後に検討の余地を後している。

土自li骨量釜を含む土釜については、畿内では菅原正明

氏によって、各地域における地域色と編年の研究が進

められており、その実態が次第に明らかにされつつあ

る。 畿内周辺部に位澄する近江では、良好な資本|の報

告が少ないこともあり 、近江における地検色を円削官に

するにはいた ヮていない。このような中、本例l立、近

江在員H産め土問i-ll号室長として捉えられる一群であり、今

後その位。置付けが問題となろう 。 (主義 隣)
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SK- I 出土遺物

① ・② 土師器小皿 ⑥~③ 黒色土器椀
。 10 20 30c~ 

③~⑤ 土師器大血 ⑬~⑬ 土師器釜
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註

(1) 森隆「北桜南jjl跡、J (r昭和59i!三度壁]洲町内逃跡群

発錦繍ヨ差紙姿J) 野洲町T教育委員会 1985 

(2) 野洲町内においては、本例以外に器額構成を検討

できる12世紀代の出土資料は少ないが、 13世紀代の

集務としてi足えられる北桜来遺跡、大篠原街道逃跡、

常楽寺遺跡などの出土資料と比べると、後者ーにま五い

ては土自rp器釜の瓦質化、器僚の多様化などの傾向が

看取される。

(3) 菅原正明「後内における土釜の製作と流通J(6"文

化財論i'&ー奈良国立文化財研究所創立30周年記念論

文集J) 1983 

140.土器片を利用した

紡錘車の製作

大中の湖南遺跡の出土品中に、然孔および半穿孔の

舎一
土器片を利用した内板があり、紡主主主巨を製作する過程 ている。

ZZZwlia 

にあるものと思われる。 この 3個の巡物よリ考えると、土滞片を手Ijfflして、

2 

後最および外見

言書号 長径 短径 厚さ

1 42.3 42.2 7.3 

Z 30.0 28.4 5.9 

3 45.0 44.4 7.6 

4 38.0 36.8 6.5 

(ll!f立:me) 

{精 考

陥丸四角形

長径、厚き!:t推定

紡i!!!1.!1iを製作するに当たっては、

1 .土器片を周辺より荒締りすることによって、概

略の同級を削出する。

2.5F孔にとりかかる。多分間隔より苦手孔し、貫通

した後に、穴繰りをして、直径の同じ穴を得る。

3.最後に、周図の調書室を行ゥて、目的の紡銭専を

得る。しかし、 この段階は、 2を見る限 t)省略される

場合も考えられる。何となれば、周聞における多少の

ただし、 4については、当初よ q紡銚主主として製作 凹凸は、紡錘阜の使用上あまり障害にならないものと

されたものであるので、参考として併記する。 思われる。

3 4 

aJ示の lより 3の泌物についてみると、 1は、土君主 ここに、土様片を利用した紡級事の製作の笑際例を

片を関絞(J習簡より荒答uり)した段階であり、第孔直 紹介したが、他の遺跡においても、同様な巡;物が発見

前の線相を示している。 2および3については、苦手ヲし さ札る可音色性があると忠われる。

途中のものである。 3については、周辺の一部を研燐 なお、時期については、後内rn-IV様式あたりでは

によって調談している。又、謀部からも穿孔がなされ ないかと思う。(i副総宗男)

f昏占7ト
色 却唱 曹司 重量 ~ ヨL ~k 態

表而 話芸 而 表前 裳f師 苦圭 [函 事4 部
そ グ〉 イ山

l 淡灰黒色 J炎災禍色 ノ、ケ ハケ 織にススイす司書，欽錆付翁

2 j炎男芸術色 #~補色 7シ 7シ
長後 9.0mmX短径7.0mm
泌さ 3.0mm 円鋭釘彩

後6.0mm

3 t炎波偽色 7炎灰黒色 ハケ ナデ
lえ径13.0mmx1¥立径7.0mm 訪日.5mm円量生-1["，
1奈さ 3.5mm 阿古!Hf~ s'!4.0mm 

深1.0mm向i¥1町長

4 ?炎賀補色 f炎事E総色 コ'1'11月 不明 後 5.0mm 貫通
鉄総付着雪、一宮li欠損およ
ぴ剥~l縫
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